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※概要（Summary ）： 

Pt 電極と Au 電極を H2O2中に浸漬すると、図 1 の

ような H2O2の自発的な酸化還元反応がそれぞれの金

属表面上で進行し、これらをつなぐ回路に電流が発生

する事が見出されている［1］。これらの反応と、効率

良く酸化還元反応を生じさせる事で知られる櫛型電

極を組み合わせる事で、新しい H2O2センサの開発が

可能になると考えられる。具体的には、リソグラフィ

ー加工技術とウェットエッチングを用い、Au と Pt が

交互に櫛型となるような電極パターンを SiO2 基板上

に作製し、それを電極として H2O2を検出するセンサ

とする(図 1)。また、特定の酵素は基質との反応時に

過酸化水素を生成する事が知られており、本電極でそ

の酵素反応に伴う H2O2を検出することができれば、

今までに無い新規酵素センサの作製も可能になると

考えられる。 
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図 1 Pt-Au 櫛型電極 

 

※実験（Experimental）： 

【利用した主な装置】 

・レーザー露光装置 

・全自動スパッタ装置 

・ダイシングソー 

【実験方法】 

リソグラフィー加工技術とウェットエッチングに

より、Pt-Au 櫛型電極を作製する(Au と Pt の電極幅

は 10 µｍ、電極間のギャップも 10 µm で作製)。電流

系に作製した電極を繋ぎ、pH = 7 の緩衝液中に浸漬して

濃度が 10 mM ずつ増加するよう H2O2を滴下していき、

電流値の変化を測定する。また、酵素反応によって生成

される H2O2の検出の可否を調べるため、layer-by-layer

法を用い、Pt-Au 櫛型電極上にグルコース酸化酵素を含

む高分子多層膜を累積し、上記と同様の方法でグルコー

スの滴下を行った。 

 

※結果と考察（Results and Discussion）： 

 図 2 は Pt-Au 櫛型電極を緩衝液中に浸漬し、濃度が

10 mM ずつ増加するよう H2O2を滴下した際の、電極間

を流れる電流値の経時変化である。H2O2 を滴下するご

とに電流値が階段状に増加し、確かに H2O2濃度に比例

した電流が電極間に流れる事を確認した。図 3 はグルコ

ース酸化酵素を含む高分子多層膜を累積した Pt－Au 櫛

型電極を緩衝液中に浸漬し、上記と同様の方法で H2O2

の代わりにグルコースを滴下したものである。グルコー

スの液中濃度が増加するごとに、電流値が増加しており、

グルコース酸化酵素の酵素反応により生成した H2O2を

電流信号として検出できる事を確認した。 
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  図 2  H2O2の滴下による電流値の変化 
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図 3  グルコースの滴下による電流値の変化 
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